
「
医
療
の
世
界
」で
常
に
優
等
生
扱
い

さ
れ
る
長
野
県
で
”異
変
“
が
起
き
て

い
る
。
自
宅
死
の
割
合
は
急
速
に
落
ち

込
み
、
平
均
在
院
日
数
の
短
さ
で
も
一

般
病
床
は
全
国
2
位
に
後
退
し
た
。

自
宅
死
3
位
、
一
般
病
床
2
位

政
府
・
厚
生
労
働
省
は
、
2
0
0
6
年

か
ら
始
め
た
一
連
の
医
療
制
度
改
革
で

過
度
の
”病
院
頼
み
“
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
的
な
政
策

が
療
養
病
床
の
大
幅
削
減
で
、
い
わ
ば

退
路
を
断
っ
た
う
え
自
宅
や
非
医
療
施

設
で
の
療
養
・
看
取
り
に
切
り
換
え

る
”荒
療
治
“
だ
。

早
期
退
院
や
看
取
り
の
場
の「
モ
デ

ル
」
と
さ
れ
る
の
が
長
野
県
で
あ
る
。

現
に
改
革
の
目
標
の
ひ
と
つ
は
全
国
平

均
約
36
日
の
在
院
日
数（
全
病
床
）を
長

野
県
の
約
27
日
を
目
標
に
当
面
30
日
程

度
へ
短
縮
す
る
。
自
宅
死
の
割
合
も
当

時
2
割
の
長
野
県
を
念
頭
に
将
来
図
が

描
か
れ
た
、
と
言
え
る
。

2
0
0
0
年
度
で
長
野
県
の
自
宅
死

割
合
は
19
・
8
％
、
病
院
死
72
・
4
％（
有

床
診
療
所
等
を
含
む
）、
老
人
ホ
ー
ム

4
％
、
老
人
保
健
施
設

1
・
2
％
等
。
確
か
に

自
宅
で
の
看
取
り
率
は

全
国
ト
ッ
プ
だ
っ
た（
全

年
齢
で
の
統
計
）。
し
か

し
、
そ
れ
以
降
、
自
宅

死
割
合
は
毎
年
急
落
し

04
年
度
は
15
・
5
％
で

全
国
4
位
、
05
年
度
は

14
・
6
％
で
か
ろ
う
じ

て
同
3
位
に
戻
っ
た（
図

表
参
照
）。

病
院
の
平
均
在
院
日

数
は
05
年
で
長
野
県
が

全
病
床
平
均
27
・
3
日

と
全
国
1
位
を
保
つ
も

の
の
、
一
般
病
床
に
絞

る
と
17
・
5
日
で
静
岡

県（
17
・
4
日
）に
ト
ッ
プ

を
譲
っ
た
。

「
出
前
医
療
の
余
裕
な
し
」

政
府
・
厚
生
労
働
省
の
掛
け
声
と
は

裏
腹
に
自
宅
で
の
看
取
り
率
は
全
国
的

に
年
々
落
ち
込
む
。
長
野
県
だ
け
の
現

象
で
は
な
い
。
一
般
病
床
の
平
均
在
院

日
数
も
1
位
と
わ
ず
か
な
差
に
過
ぎ
な

い
。
1
人
当
た
り
入
院
診
療
費
で
み
る

と
長
野
県
は
27
・
35
万
円
で
相
変
わ
ら

ず
全
国
で
最
も
低
い（
05
年
度
）。

し
か
し
、
先
行
き
に
”赤
信
号
“
が
点

り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

地
域
医
療
を
先
駆
的
に
進
め
る
開
業

「長野モデル」に危機が迫る
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医
、
看
護
師
、
介
護
職
ら
で
作
る
「
在

宅
ケ
ア
を
支
え
る
診
療
所
・
市
民
全
国

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」は
東
京
大
会（
9
月
16
、

17
日
、
国
立
市
の
一
橋
大
学
）を
前
に

「
し
ん
し
ゅ
う
会
議
」（
7
月
8
日
、
松

本
市
）を
開
い
て
、
こ
の
問
題
を
討
議
し

た
。長

野
県
の
医
療
を
支
え
て
き
た
の
は

農
協
を
母
体
と
す
る
厚
生
農
業
協
同
組

合
連
合
会（
厚
生
連
）と
国
民
健
康
保
険

団
体
連
合
会（
国
保
連
）傘
下
の
医
療
機

関
だ
っ
た
。
厚
生
連
の
佐
久
総
合
病
院

は
若
月
俊
一
院
長
に
よ
る「
予
防
は
治

療
に
勝
る
」と
い
う
農
民
健
診
で
、
国
保

は
浅
間
総
合
病
院
の
吉
澤
国
雄
院
長
に

よ
る
脳
卒
中
予
防
の
一
室
暖
房
・
減
塩

運
動
で
知
ら
れ
る
。

2
つ
の
取
り
組
み
は
競
う
よ
う
に
県

内
の
診
療
所
や
中
小
病
院
へ
広
が
り
、

地
域
に
出
向
く
医
療
が
各
地
で
実
践
さ

れ
て
き
た
。

佐
久
総
合
病
院
の
古
い
記
録
映
像
に

は
、
農
家
の
便
所
、
牛
小
屋
の
衛
生
状

態
ま
で
医
師
、
看
護
師
ら
が
調
べ
る
姿

が
あ
っ
た
、
と
い
う
。
医
療
の
枠
を
超
え

て
住
民
の
暮
し
に
入
り
、
共
に
考
え
る

地
域
活
動
が
や
が
て
長
寿
県（
男
性
1

位
、
女
性
4
位
、
05
年
）や
、
高
齢
者
の

有
業
率
全
国
1
位（
65
歳
以
上
人
口
に

占
め
る
有
業
者
30
・
7
％
、
02
年
）の
形

で
実
っ
た
。

だ
が
、「
医
療
費
抑
制
で
病
院
は
生
き

残
り
を
か
け
た
経
営
に
さ
ら
さ
れ
、
と

く
に
中
小
病
院
は
地
域
に
出
向
い
て
在

宅
療
養
を
支
え
る
余
裕
が
な
い
。
そ
れ

が
自
宅
死
割
合
の
低
下
等
の
原
因
の
ひ

と
つ
で
は
な
い
か
。
長
野
モ
デ
ル
は
医
療

費
を
下
げ
よ
う
と
し
て
実
現
し
た
の
で

は
な
い
。
患
者
や
地
域
を
大
事
に
し
た

実
践
の
結
果
だ
」（
佐
久
総
合
病
院
の
長

ち
ょ
う

純
一
・
地
域
ケ
ア
科
医
長
、
発
言
要

旨
）。

「
し
ん
し
ゅ
う
」
の
遺
伝
子

医
療
費
抑
制
に
直
撃
さ
れ
る
現
場
は

予
想
以
上
に
深
刻
だ
が
、
救
わ
れ
る
よ

う
な
実
践
例
も
報
告
さ
れ
た
。

北
佐
久
郡
・
御
代
田
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
す
る「
宅
老
所
き
く
ち
ゃ

ん
家
」は
介
護
保
険
対
象
外
の
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
で
在
宅
介
護
・
療
養
を

支
え
て
い
る
。
①
緊
急
時
の
宿
泊
に
加

え
職
員
が
出
向
い
て
世
話
す
る
緊
急
時

自
宅
宿
泊
、
②
生
活
支
援（
制
度
外
の
家

事
援
助
等
）、
③
家
族
サ
ポ
ー
ト（
入
院

時
の
付
き
添
い
等
）、
④
宅
配（
利
用
者

ご
と
に
食
形
態
や
量
を
考
え
た
配
食
）、

⑤
託
児（
昼
夜
い
つ
で
も
）な
ど
。

し
か
も
、
地
域
の
開
業
医
や
看
護
師

の
協
力
を
得
て
宅
老
所
の
利
用
者
で

あ
っ
た
認
知
症
の
男
性
の
自
宅
で
の
看

取
り
ま
で
引
き
受
け
た
。

こ
の
宅
老
所
の
目
標
が
す
ご
い
。
05

年
度
は「
絶
対
に
N
O
と
言
わ
な
い
」、

06
年
度
は「
生
活
の
中
か
ら
命
を
守
る
」

を
加
え
た
。
先
人
た
ち
が
推
進
し
た
地

域
医
療
の
理
念
と
実
践
そ
の
も
の
で
は

な
い
か
。

信
州
の
地
域
医
療
の「
遺
伝
子
」
を
小

さ
な
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
が
し
っ
か

り
と
受
け
継
い
で
い
る
の
だ
ろ
う
。

社
会
保
障� 医 療 改 革
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